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調
日
（
火
）

朝
野
球
選
手
権
大
会

馬
力
大
会

●北
五
地
区
中
学
校
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

北
日
本
軍
鶏
斗
技
大
会

西
北
五
中
学
校
テ
ニ
ス
大
会

釦
日
（
水
）

西
北
五
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

カ
ラ
オ
ケ
大
会

１
日
（
木
）

北
五
防
犯
少
年
野
球
大
会

民
謡
歌
朏
手
踊
シ
ョ
ウ

合
同
慰
艶
祭
前
夜
祭

２
日
（
金
）

月
星
杯
争
奪
野
球
大
会

合
同
慰
亜
祭

登
山
ば
や
し
大
会

３
日
（
土
）

消
防
団
合
同
観
閲
式

土
佐
犬
斗
技
大
会

西
北
五
中
学
校
選
抜
野
球
大

今
云北

五
中
学
校
卓
球
大
会

茶
道
遠
州
流
野
点

木
造
民
謡
研
究
会

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

津
軽
三
味
線
シ
ョ
ウ

４
日
（
日
）

西
北
五
中
学
校
選
抜
野
球
準

決
勝
・
決
勝

銃
剣
道
大
会

カ
ラ
オ
ケ
大
会

花
火
大
会

５
日
（
月
）

芦
野
陸
上
競
技
選
挙
権
大
会

斎
藤
又
四
郎
シ
ョ
ウ

昭和55年4月号（1） 第171号

畦



ｰ

金 …木…だ 翼…よ…り

昭
和
五
十
五
年
度
の
当
初
予

算
は
、
三
月
二
十
一
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
の
八
日
間
に
わ
た

っ
て
開
か
れ
た
第
九
十
一
回
町

議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
予
算
規
模
は
歳
入
歳
出
と

も
昨
年
度
の
当
初
予
算
額
よ
り

三
・
七
％
減
の
二
十
六
億
一
千

百
七
十
一
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。｜

議
会
費
一

五
九
ゞ
六
六
七
千
円

議
貝
報
酬
、
職
貝
給
料
の
ほ

か
、
議
員
研
修
費
三
百
万
円
、

議
長
交
際
費
八
十
万
円
な
ど
。

四
六
六
、
九
八
八
千
円

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

建
設
に
一
億
四
千
万
円

○
総
務
管
理
費
’

三
九
一
、
三
八
六
千
円

特
別
職
や
職
貝
の
給
料
の
ほ

昭
和
弱
年
度
の

町
の
お
金
の
使
い
み
ち

ｌ
当
初
予
算
決
ま
る
Ｉ

総
務
費

議総
務
費

〈
エ

費

四
二
一
、
七
五
三
千
円

第
三
保
育
所
の
改
築
に

九
千
八
百
万
円

○
社
会
福
祉
費
’

一
四
一
、
五
七
五
千
円

職
貝
給
料
の
ほ
か
、
街
灯
新

設
修
理
百
二
十
万
円
、
身
体
陣

か
町
長
交
際
費
百
八
十
万
円
、

自
然
休
養
村
事
業
費
一
億
五
千

九
百
二
十
二
万
円
、
交
通
安
全

対
策
費
五
百
三
十
四
万
六
千
円

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
管
理
運
営
費
九
百
五
十
四
万

四
千
円
な
ど
が
主
。

○
徴
税
費
’四

六
、
六
○
九
千
円

○
戸
籍
住
民
登
録
費
’

一
三
、
五
三
九
千
円

○
選
挙
費
’
九
、
九
二
二
千
円

○
統
計
調
査
費
’

五
、
二
七
五
千
円

○
監
査
委
貝
費
’
二
五
七
千
円

｜
民
生
費
一

民
生
賛

●

二
五
七
、
六
九
○
千
円

○
保
健
衛
生
澱
’

四
○
、
六
二
八
千
円

ワ
ク
チ
ン
や
消
毒
薬
品
な
ど

の
予
防
聾
八
百
五
万
四
千
円
、

環
境
衛
生
曲
六
百
三
十
六
万
六

千
円
、
霊
園
費
六
百
六
万
円
、

保
健
婦
設
澄
鷲
七
百
三
十
六
万

○
児
童
福
祉
猫
’

二
七
○
、
六
四
一
千
円

児
童
福
祉
総
務
費
四
百
八
十

三
万
七
千
円
、
保
育
所
潤
一
億

二
千
百
五
十
二
万
八
千
円
、
児

童
館
賀
一
千
六
百
九
十
八
万
八

千
円
、
児
童
措
澄
費
二
千
八
百

十
五
万
六
千
円
、
保
育
所
改
築

調
九
千
八
百
五
十
六
万
円
な
ど

が
主
で
す
。

害
者
福
祉
費
六
百
二
十
四
万
一

千
円
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
報
酬

二
百
七
十
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ

補
助
金
二
百
十
万
六
千
円
、
老

人
医
療
扶
助
費
八
千
百
四
十
四

万
八
千
円
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
理
運
営
費
九
百
万
八
千
円

な
ど
。

○
国
民
年
金
事
務
取
扱
費
’

九
、
五
三
七
千
円

｜
衛
生
費
一

衛
生
費

○
農
業
費
’

二
九
五
、
一
一
六
千
円

農
業
委
貝
会
識
二
千
四
百
五

十
四
万
六
千
円
、
農
業
総
務
費

二
千
四
百
八
万
六
千
円
、
水
稲

極
籾
更
新
助
成
金
百
万
円
、
り

ん
ご
わ
い
化
中
規
模
団
地
育
成

補
助
金
六
百
三
十
万
三
千
円
、

八
、
七
六
三
千
円

○
労
働
諸
費
’八

、
七
六
三
千
円

○
清
掃
費
’四

六
、
○
八
七
千
円

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
負
担

金
三
千
二
百
六
万
五
千
円
ほ
か

○
病
院
費
’五

二
、
八
六
八
千
円

○
上
水
道
整
備
費
’

一
一
八
、
一
○
七
千
円

二
千
円
な
ど
。

三
○
二
、
四
八
五
千
円

広
域
農
道
繋
備
に

一
億
二
千
七
百
万
円

●
畜
産
費
二
千
三
百
二
十
九
万
七

千
円
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事

業
費
二
千
七
百
九
十
万
円
、
国

土
調
査
事
業
費
一
千
八
万
円
、

広
域
農
道
整
備
促
進
費
一
億
二

千
七
百
八
十
六
万
四
千
円
、
危

険
溜
池
改
修
事
業
費
一
千
八
百

万
円
な
ど
が
主
で
す
。

○
林
業
費
’
七
、
三
六
九
千
円

三
二
五
、
五
八
三
千
円

町
営
住
宅
建
設
に

一
億
五
千
万
円

○
土
木
管
理
費
Ｉ

四
七
、
六
八
九
千
円

○
商
工
費
’四

七
、
六
八
九
千
円

商
工
業
振
興
費
二
千
七
百
七

十
九
万
円
、
観
光
費
一
千
三
百

十
三
万
二
千
円
な
ど
。

(2）
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金…木…だ…よ…り

○
河
川
費
’
一
、
八
四
八
千
円

○
住
宅
費
’

一
六
四
、
七
三
七
千
円

上
水
道
切
替
工
事
費
三
百
三

十
六
万
円
、
住
宅
（
二
階
建
二

十
戸
）
建
設
費
一
億
五
千
七
百

二
十
四
万
円
な
ど
。

｜
消
防
費
一

三
七
、
八
三
三
千
円

○
道
路
橋
梁
費
’

一
二
一
、
一
六
五
千
円

道
路
維
持
費
五
百
六
十
四
万

円
、
道
路
新
設
改
良
費
一
億
一

千
四
百
四
十
六
万
円
が
主
。

消
防
費

一
二
七
、
七
四
四
千
円

○
消
防
費
’

一
二
七
、
七
四
四
千
円

津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
負

担
金
及
び
分
担
金
一
億
一
千
四

百
五
十
四
万
三
千
円
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
三
百
万
円

な
ど
。｜

教
育
費
一

四
○
五
、
八
○
九
千
円

金
木
小
学
校
建
設
に

一
億
九
千
万
円

○
教
育
総
務
費
’

三
二
、
一
一
九
千
円

○
小
学
校
費
’

二
七
三
、
七
一
○
千
円

学
校
管
理
費
七
千
八
百
二
十

教
育
賛

●

九
万
九
千
円
、
金
木
小
学
校
新

築
工
事
（
三
期
工
事
）
の
学
校

建
設
賀
一
億
九
千
四
百
六
十
一

万
一
千
円
な
ど
が
主
。

○
中
学
校
費
’

三
○
、
三
四
二
千
円

○
社
会
教
育
税
’

四
三
、
三
五
七
千
円

社
会
教
育
総
務
費
四
百
四
十

八
万
七
千
円
、
公
民
館
蘭
三
千

二
百
二
十
八
万
四
千
円
、
歴
史

民
俗
資
料
館
費
三
百
五
十
万
五

千
円
な
ど
。

○
保
健
体
育
費
’

二
六
、
二
八
一
千
円

社
会
体
育
費
二
百
六
万
九
千

円
、
川
倉
小
学
校
の
給
食
施
設

建
設
費
一
千
七
百
六
十
七
万
七

千
円
。

三
、
三
八
八
千
円

○
展
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧

費
’
三
、
三
八
八
千
円

一
八
○
、
九
四
四
千
円

○
公
債
費
’

一
八
○
、
九
四
四
千
円

｜
災
害
復
旧
費
一

町
で
は
、
金
木
町
褒
賞
規
則

に
基
づ
い
て
褒
賞
審
査
会
を
開

き
、
審
査
の
結
果
、
四
月
四
日

午
前
十
時
よ
り
役
場
会
議
室
に

お
い
て
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た
に

金
盃
を
贈
り
褒
賞
し
ま
し
た
。

※
（
）
内
は
主
な
功
績
及
び

通
算
在
職
年
数 一

二
六
千
円

○
基
金
澱
Ｉ
二
一
六
千
円

｜
諸
支
出
金
一
一
予
備
費
一

諸
支
出
金

昭
和
五
十
四
年
度

金
木
町
褒
賞
授
与
式

哩
名
・
６
団
体
が
受
賞

●

〈
自
治
功
労
褒
賞
〉

成
田
善
蔵
（
議
員
吃
年
）
白

川
竹
治
（
同
）
竹
内
武
六
（
同

）
沢
田
国
春
（
町
職
員
加
年
）

伊
藤
徳
衛
（
同
）
中
谷
秀
八
（

同
）
葛
西
謙
一
（
同
）
土
岐
千

餌
子
（
同
）
三
橋
勝
利
（
病
院

職
員
加
年
）
佐
藤
信
也
（
同
）

璽
蕊
識
一
際

義
（
同
）
三
橋
辰
夫

恥
窯
潅
期

１
１
同
）
種
市
テ
ル
（
同

捌
》
淑
国
麹
誘
ゞ
｜
・

一
）
花
田
サ
ッ
エ
（
同

緬
一
蕪

三
、
○
○
○
千
円

○
予
備
費
’
三
、
○
○
○
千
円

予
備
費

区
職
員
加
年
）

〈
特
別
功
労
褒
賞
〉

○
文
化
関
係

川
村
真
一
柏
谷
学
佐
野

洪
一
戸
哲
三
金
木
俳
句
会

砧
吟
社

○
産
業
関
係

成
田
一
弘
（
農
協
職
員
加
年

○
消
防
・
納
税
関
係

小
山
内
義
美
（
消
防
団
員
訓

年
）
其
田
輝
夫
（
同
）
渋
谷
長

一
郎
（
同
）
其
田
兼
春
（
同
）

田
中
和
雄
（
同
）
中
西
敬
三
（

同
）
白
川
泰
直
（
同
）
長
尾
忠

三
（
同
）
中
谷
責
（
同
）
大
谷

柾
志
（
同
）
中
谷
昭
四
郎
（
同

）
対
馬
重
雄
（
同
）
山
中
京
治

（
納
税
組
合
長
加
年
）
沢
田
竹

次
郎
（
同
）
宇
田
野
納
税
貯
蓄

組
合
（
設
立
加
年
）
川
倉
納
税

貯
蓄
組
合
（
同
）
下
派
立
納
税

貯
蓄
組
合
（
同
）
新
誠
町
納
税

貯
蓄
組
合
（
同
）
昭
和
町
納
税

貯
蓄
組
合
（
同
）

い

張

．

ク

一 曹一

(B)
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〃
お
み
や
げ
“
ど
っ
さ
り
も
っ
て

静
和
園
を

踊
り
で
慰
問

金
木
花
扇
舞
踊
研
究
会

一

さ
る
三
月
二
十
四
日
、
金
木

町
の
花
扇
舞
踊
研
究
会
（
会
憂

中
西
淌
逸
氏
）
で
は
、
中
里
町

締
和
Ｍ
を
訪
ず
れ
、
こ
れ
ま
で

地
域
社
会
に
武
献
し
て
き
た
お

年
寄
り
た
ち
の
余
生
を
、
い
く

ら
か
で
も
ね
ぎ
ら
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
、
鮒
り
の
慰
問
を
行

い
ま
し
た
。

日
頃
鍛
え
た
腕
を
十
二
分
に

発
揮
し
た
プ
ロ
顔
ま
け
の
演
技

に
、
入
園
中
の
お
年
寄
り
た
ち

も
、
入
園
の
さ
び
し
さ
を
忘
れ

て
大
喜
び
。
お
み
や
げ
を
も
ら

ま
ち
の
話
題

っ
て
ま
た
大
喜
び
。

花
扇
舞
踊
研
究
会
の
慰
問
は

今
年
で
五
回
目
・
静
和
園
の
お

年
寄
り
た
ち
に
と
っ
て
今
や
無

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り

ま
し
た
。

金
木
小
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が運

行
■
】

今
年
の
三
月
い
っ
ぱ
い
で
蒔

田
小
学
校
が
廃
校
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

蒔
田
小
学
校
へ
通
学
し
て
い
た

児
童
は
、
金
木
小
学
校
へ
行
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

町
で
は
ス
ク
ー
ル
・
ハ
ス
の
運
行

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
朝
夕
の

登
下
校
時
に
、
ス
ク
ー
ル
パ
ス

で
児
童
た
ち
を
運
ん
で
い
ま
す
。

一一

ま
ち
の
わ
だ
い●

ス
ク
ー
ル
・
ハ
ス
の
近
く
で
は
子

供
た
ち
に
注
意
し
て
除
行
運
転

を
ノ
．

〃
あ
～
あ
（
い
い
湯
だ
じ
ゃ
〃

待
望
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
完
成

昨
年
十
月
よ
り
工
事
を
行
っ

て
い
た
金
木
町
立
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

四
月
五
日
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に

お
い
て
修
祓
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
総
工
費

一
億
二
千
六
百
万
円
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
川
倉

地
蔵
尊
東
側
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
。
中
に
は
、
大
広
間
や

温
泉
浴
場
が
あ
り
、
お
年
寄
り

の
利
用
は
週
に
一
度
は
無
料
と

一一了 1
町
の
わ
だ
い

町
の
話
題

こ
の
ほ
ど
、
川
倉
・
藤
枝
地

区
に
金
木
地
区
防
犯
協
会
川
倉

防
犯
婦
人
部
が
結
成
さ
れ
、
地

域
の
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

同
部
は
泉
谷
サ
ッ
部
長
ほ
か

十
八
名
で
櫛
成
さ
れ
、
青
少
年

の
非
行
防
止
、
防
犯
思
想
の
普

及
等
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

門

外
崎
慶
造
さ
ん
（
喜
久
乃
湯

店
主
）
が
、
五
十
四
年
度
環
境

衛
生
優
良
施
設
の
県
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
外
崎
さ

ん
は
、
過
去
に
同
施
設
の
五
所

川
原
保
健
所
長
表
彰
を
十
回
も

受
け
て
お
り
、
今
回
の
表
彰
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

外
崎
慶
造
さ
ん

県
知
事
表
彰
を
受
賞

川
倉
・
藤
枝
地
区
に

防
犯
婦
人
部
を
結
成

可

●
一

２
月
生

澤
田
亜
木
子
（
守
）
嘉
瀬

土
岐
拓
矢
（
昌
二
嘉
瀬

原
田
雅
仁
（
修
）
中
柏
木

桜
庭
美
香
（
昭
夫
）
喜
良
市

角
田
幸
雄
（
秀
雄
）
金
木

田
中
早
苗
（
昭
二
蒔
田

伊
藤
絵
美
（
勇
）
喜
良
市

伊
藤
留
美
（
義
弘
）
嘉
瀬

白
川
陸
（
徹
）
川
倉

成
田
早
希
（
良
逸
）
藤
枝

田
中
舞
（
秩
得
）
川
倉

鳴
海
和
実
（
繁
責
）
嘉
瀬

長
内
志
央
子
（
孝
臣
）
金
木

鈴
木
陽
子
二
男
）
喜
良
市

白
川
晃
嗣
（
洋
嗣
）
金
木

佐
藤
夕
布
子
（
正
信
）
金
木

中
元
達
也
（
徳
二
金
木

ご
結
婚

〆へ へへ

千神内白高大相小鴫平
田沼川谷僑馬田海川

まさ

泰 信 敏 き 良つ倉弓由
子勇子直子一子昭子一
へ へ へ へ へ へへへへへ

正友昭た道慶ノ顕清常

壁二塁曇墜企Zー巻き2
金岩千川倉 書金青嘉嘉月
崎葉石良森

木村県倉村市木市瀬瀬分

ご
睡
生

２
月
分

古
川
亦
太
郎
（
弘
才
）
喜
良
市

演
田
重
一
（
躯
才
）
嘉
濁

原
田
勘
之
丞
（
田
才
）
中
柏
木

今
き
せ
（
記
才
）
喜
良
市

成
田
早
希
（
０
才
）
藤
枝

古
川
富
士
五
郎
（
・
“
才
）
喜
良
市

太
田
幸
道
（
“
才
）
嘉
瀬

前
号
の
人
口
と
世
帯
数
は
１

月
瓢
日
現
在
、
出
生
の
岩
田
あ

け
み
さ
ん
は
あ
ゆ
み
さ
ん
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

（
轆
稚
擢
詫
一
畦
“
一
率
賀
祁

蕊
織
一
蓋
）
譲

（
率
榊
繩
韮
一
儘
華
）
諦
誌
誌

羅
謁
（
義
一
籟

謡
あ
踵
蕊
一
葱

（
跨
率
芳
弛
一
癖
霊
一
群
川
蝿

（
奉
罷
保
鉦
塞
一
罪
韮
一
律
津
啼

お
悔
み

恥へ｣

(4）
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